
事前登録型本人通知制度に 
登録しませんか？ 

 

◆事前登録型本人通知制度とは？ 

住民票の写しや戸籍謄本等を第三者等に交付した場合、事前に登録をした人に対して、証

明書を交付した事実を郵送でお知らせする制度です。この制度によって、住民票の写し等の

不正請求の早期発見が可能となるとともに抑止効果が期待できます。 

※第三者等からの住民票の写し等の請求があった場合に、交付を拒否したり、交付の可否を

確認する制度ではありません。 

 

◆第三者等とは？ 

下記１・２以外の者で、委任状を持参して証明書の交付請求を行う代理人、自己の権利を

行使し又は自己の義務を履行するために証明書を請求する必要がある個人、法人、８業士（弁

護士・司法書士・土地家屋調査士・税理士・社会保険労務士・弁理士・海事代理士・行政書

士）をいいます。（下記１・２の人に交付した場合は通知の対象となりません。） 

１．住民票の写し等については、本人及び同一世帯の者 

２．戸籍謄抄本及び戸籍の附票については、本人、同一戸籍の者(配偶者等)及び直系尊属

卑属の者（尊属とは「父母」「祖父母」のことです。卑属とは「子」「孫」のことです。） 

 

◆事前登録型本人通知制度の流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆通知する内容 

・交付年月日 

・交付した証明書の種類と交付通数 

・交付申請者の種別（代理人、第三者の別） 

※交付請求者の氏名・住所等の個人情報については通知しません。交付申請書の開示には、

保有個人情報開示請求が必要です。ただし、開示請求を行った場合でも、第三者に係る個

人情報は非開示になる場合があります。あらかじめご了承ください。 

 

本人 太宰府市役所 第三者等 ①事前登録の申請 
市役所市民課窓口に 
登録申請書を提出 
→登録者名簿に登録 

③交付の事実を通知 
交付年月日、証明書の
種類・通数、交付請求
者の種別を通知（郵送） 

裏面につづくよ！ 

②証明書の交付 
第三者等からの請求により
住民票の写し等を交付 



◆通知の対象となる証明書 

・住民票の写し（除票を含む） 

・住民票記載事項証明書 

・戸籍全部・一部事項証明書（戸籍謄抄本）（除籍・改製原戸籍を含む） 

・戸籍の附票（除かれた附票を含む） 

・戸籍記載事項証明書 

※除票（除かれた住民票） 

転出や死亡により、消除された住民票のこと。 

※除籍（除かれた戸籍） 

転籍や死亡などにより、その戸籍内の全員が除かれた戸籍のこと。 

※附票 

その戸籍が作られてからの住所履歴を記載したもの。除籍（除かれた戸籍）の附票

は除かれた附票となります。 

 

○事前登録申請の手続きについて○ 
 

◆登録できる人 

太宰府市の住民基本台帳（住民票）・戸籍に記載、記録がある人（過去にあった人を含む） 

 

◆登録期間（通知する期間） 

登録名簿に登録した日の翌日から３年目の１２月３１日まで 

※期間経過前に更新することができます。 

 

◆登録手続きに必要な書類 

・本人通知制度登録申請書 

・申請者の本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証、パスポート、健康保険証等） 

・法定代理人（申請者が未成年者や成年被後見人の場合など）が申請する場合は、戸籍謄

本その他の法定代理人の資格を証する書類、申請者及び法定代理人の本人確認書類 

・任意代理人が申請する場合は、委任状等委任の事実が確認できる書類、申請者及び任意

代理人の本人確認書類 

※郵便により登録申請をする場合は、本人通知制度登録申請書と本人確認書類等の写しを

同封して申請してください。 

 

◆登録申請受付日時 

 受 付 時 間：平日（月曜日から金曜日まで）８時３０分～１７時まで 

申請書提出先：太宰府市役所 市民課（１番窓口） 

 

（問い合わせ）太宰府市 市民生活部 市民課 

電話 ０９２－９２１－２１２１（代表） 


